
令和６ 年 3 月 30 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

【活動場所】平興業（沖縄県八重瀬町安里570-1）
【実施日程】月・火・木・金・土　　9：00-15：00
【実施した生産活動・施設外就労の概要】
　建築資材のメンテナンス
　利用者数　6人

住　所 沖縄県島尻郡八重瀬町字玻名城703番地 管理者名 山城　望

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 就労支援センター笑来笑来 事業所番号 4710400419

電話番号 098-996-4445 対象年度 令和５年度

地域連携活動の概要

利用者間のコミュニケーションがうまくいかず、モチベーションに浮
き沈みが見られることがある。距離感の保ち方を学びつつ、就労意識
を向上させる必要がある。

連携先の企業等の意見または評価
＜連携した結果に対する意見または評価＞
人手不足の状況が続き職員の残業が常態化していたが、笑来笑来さんのおかげで今はほぼ残業がなくなっています。作業工程も殆ど問題なく覚
えていて、とても助かっています。今後も継続してお願いしたいと思っています。

＜今後の連携強化に向けた課題＞
汚れの多い資材を取り扱う場面が時々あるが辛そうな表情がみられることがあります。作業的に大変なことも理解していますが、資材の在庫状
況によってどうしてもお願いしなければならない時があるので、ご理解頂いた上で作業に向かって頂けるとありがたいです。

連携先企業名 平興業 担当者名 島當　大輝

実際の就労の現場で、挨拶や身だしなみなどのマナーや現場の職員と
のコミュニケーションを行うことで社会性が向上することが見込まれ
る。就労をこなすことで、自信をつけて社会的役割を理解し社会参加
を意識づける。伴って周りの職員と働くことで一般就労への動機付け
も図っている。また、地域の企業間では人材の不足が顕著であり、地
域の企業とA型事業所が連携することでお互いのメリットを享受しつ
つ、障がい者への理解を深めることを目的としている。

＜目的＞

＜成果＞
挨拶や身だしなみなどの社会的なマナーは現場を通して身につけつつ
ある。職員と主体的に話すことができており、コミュニケーション能
力の向上も見られる。作業内容は把握できており、日々集中して作業
をこなすことができている。伴って、社会的な役割も理解しつつ、自
信も得ている。

＜課題＞

様式１
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